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岩手県立図書館

野田村立図書館 大槌町立図書館 陸前高田市立図書館

平成24年5月21日　本館開館 平成24年6月1日　仮設図書館開館 平成24年12月１日　仮設図書館開館

施設の状況 ○被災を受けた施設を改築（一部増
築）し開館。

○以前公民館図書室として利用して
いた中央公民館内の一室を仮設図書
館として開館。
○新館整備に向けて、「（仮称）大
槌メディアコモンズ（MLA）」検討
委員会が設置され、基本構造策定報
告書が提出された。平成26年度に基
本計画を策定予定。

○本館の建設は未定。
○北海道ブックシェアリングから寄
贈されたログハウスを仮設図書館と
して開館。
○市内4館（私設を含む）の連絡会
議を定期的に開催している。4館合
同のスタンプラリーを実施。

ＢＭの状況 ○なし。 ○３台
　ＢＭ：ニッセンから寄贈
　絵本カー：県内支援団体から寄贈
　ミニバン：支援団体から寄贈

○２台
　ＢＭ：①滋賀県東近江市から寄贈
　②ﾄﾞﾒﾆｶ・ｲﾀﾘｱｰﾅ（MSｼﾞｬﾊﾟﾝｻｰﾋﾞ
ｽ）から寄贈

資料の状況 ○県内市町村図書館や遠野文化研究
センター等の支援により充足しつつ
ある。
○蔵書冊数・現在２万２千冊（震災
前２万冊）所蔵している。増築分の
スペースがあるため、蔵書の充足に
努めている。

○郷土資料は県内市町村図書館や遠
野文化研究センター等の支援してい
ただいているが、もう少し増やして
いきたい。
○蔵書冊数・現在約４万冊（震災前
５万２千冊）所蔵している。蔵書を
充足していきたいが、書庫の確保が
課題となっている。

○郷土資料は県内市町村図書館や遠
野文化研究センター等の支援により
充足しつつある。
○一般資料は状況に合わせて寄贈等
で収集中。
○バリューブックスの支援により、
ニーズに合わない寄贈図書を支援金
に換える仕組みをとっている。
○webOPACにより、蔵書検索が可能
となった。
○蔵書冊数・現在約２万５千冊（震
災前８万冊）所蔵している。蔵書を
充足していきたいが、書庫の確保が
課題となっている。

職員の状況 ○村教育委員会職員　５名
○嘱託職員１名
　・資料整理や資料受入作業等
　・村内小中学校へ出向き、学校図
書室の運営を支援。
○カウンター業務は複合施設の業務
委託を受けた業者が対応。

○町教育委員会職員２名
○緊急雇用臨時職員８名
・資料整理、カウンター業務、ＢＭ
運行等

○市立図書館職員２名
○嘱託職員４名
○緊急雇用臨時職員５名
　・資料整理、カウンター業務、Ｂ
Ｍ運行等

○県教育事務所（社会教育主事）が
中心となり、バックアップイベント
等を精力的に実施。

○臨時職員が多いため、実務研修を
出前で実施してほしいとの要望あ
り、県立図書館が実施について検討
中。

○臨時職員が多いため、実務研修を
出前で実施してほしいとの要望があ
り、県立図書館が実施について検討
中。
○救済資料のうち他の図書館が所有
していない51点の抜本修復を東京都
立中央図書館に依頼。

２　関連団体の動き ○これまで約10万冊の図書を被災地に本を届けるなど、被災図書館支援に大きな役割を果たしている遠野文化
研究センターでは、平成24年4月より図書・支援金の新規受付を終了し、これまで寄贈のあった図書の整理や配
本を中心に活動している。

支援状況

○寄贈図書については、読売ジャイアンツなどの団体や個人から多数の資料が寄贈されている。
○図書資料の保存や補修の研修等を継続実施。
○陸前高田市立図書館研修会を県立図書館で実施。

１　有事に備えた県内図
書館間の相互応援

○宮古市立図書館田老分室は、復旧工事や新たな書架等の設置が終了し、平成25年10月から本格的に再オープ
ンを果たした。
※その他の図書館、公民館図書室等は再開している。
○山田町立図書館は平成25年10月から図書館システム導入。
○岩泉町立図書館では、「東日本大震災被災体験談の記録集－あの日あの時、そして今」を発刊。
○岩手県立図書館では、東日本大震災津波の記録誌（「いわての図書館2014」）を作成中。

３　その他の被災地図書
　館等の状況

   第3回被災地図書館との情報交換会　資料

２　復興・支援状況

Ⅲ　その他

Ⅰ被災地図書館の復興状況

○震災当初から震災関連資料の収集を開始し現在も引き続いて震災関連資料収集の協力依頼を行っている。
　震災関連資料コーナーの設置　　H23年10月21日　プレオープン　　H24年4月1日　　本オープン

１　呼びかけの状況

１　現在の状況
　　（開館の目途）

○図書　2,558冊　一枚もの資料　9,267点　雑誌　6,161冊　（H26年1月末）

Ⅱ　震災資料の収集状況等

２　収集状況

○平成24年11月14日に行われた公共・大学・専門図書館等連絡協議会において、岩手県内の館種を超えた図書
館間の相互応援の申し合わせ事項が制定され、県内各グループに事務局が出向いて具体的な説明を進めた。
○今後は平常時の取り組みに盛り込んである、郷土資料の情報共有等に取り組んでいきたい。

３　その他 ○国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）に平成24年1月10日から震災関連資料コーナーの書誌
データを提供。
○現在は「郷土教育資料に描かれた岩手のことば－沿岸被災地を中心に－」及び「「1097歩」～3年目の市町村
～」の展示を行ている。
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